
広
報

ずっと住み続けたいまち、えびな

2013（平成25年）

第1024号

111
号

木
々
が
色
づ
き
始
め
る
季
節
で
す



2広報えびな2013年11月1日号3 広報えびな2013年11月1日号

最初の一歩は、42年前
～11月１日は市制記念日～

11月1日は市制記念日

海老名市のお財布事情

各種案内

情報

温故館企画展　災害を語り継ぐ
～海老名市域に起きた自然災害～

■　クローズアップ！　■
　表紙の写真は、国指定史跡でもある
秋葉山古墳群（上今泉四丁目・五丁目）
の昨年の様子。２号墳は標高84. 6㍍
で市内最高峰、秋葉社というほこらが
あったため、古くからこの地は秋葉山
と呼ばれていたそうです。「海老名郷
土かるた」でも、「今泉　古墳群ある
秋葉山」と詠まれ、擬木柱も設置され
ています。いにしえに想いをはせなが
ら、紅葉を楽しんでみてはいかがです
か。
【交通】コミバス上今泉ルート『秋葉
山古墳群』バス停下車すぐ
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昭
和
46
年
11
月
１
日
、
海
老
名
市
は

県
内
16
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
上
の
写
真
は
、
海
老
名
中
学
校
体

育
館
で
行
わ
れ
た
市
制
記
念
式
典
前
の

様
子
、
左
は
町
役
場
の
名
称
を
市
役
所

に
変
え
る
作
業
を
捉
え
た
一
枚
で
、
ど

ち
ら
も
42
年
前
、「
海
老
名
市
」
と
し

て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
き
の
歴
史

的
な
一
コ
マ
で
す
。

　
こ
の
日
以
来
、
海
老
名
市
は
未
来
に

大
き
な
希
望
を
持
ち
、
飛
躍
を
誓
っ
て

歩
み
続
け
て
き
ま
し
た
。
安
心
で
便
利

で
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
。

先
人
た
ち
が
想
い
描
き
、
実
現
を
望
ん

だ
ま
ち
づ
く
り
は
、
歩
を
緩
め
る
こ
と

な
く
、
今
も
着
実
に
引
き
継
が
れ
て
い

ま
す
。
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給料

　うち基本給

　うち諸手当

貯金の取り崩し

家賃収入

親からの仕送り

生活資金のためのローン借り入れ

家の増改築のためのローン借り入れ

前年度からの繰り越し
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（市税）

（繰入金）

（繰越金）

（国県支出金・地方譲与税・交付金）

（地方交付税）

（市債）

（臨時財政対策債）

（分担金・負担金・使用料・手数料・財産収入・寄附金・諸収入）

収入
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（繰越金）

家の増改築のためのローン借り入れ
（市債）

親からの仕送り
（地方交付税）
生活資金のためのローン借り入れ
（臨時財政対策債）

諸手当
（国県支出金ほか）

基本給
（市税）

家賃収入
（分担金・負担金ほか）

貯金の取り崩し
（繰入金）

合計

食費

医療費

ローン返済

光熱費・教育費など　その他生活費

家の増改築費

子どもへの仕送り

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

（平成 24年度）（平成 14 年度）
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万円
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万円

95

32

40

113

69

34

383

（人件費）

（扶助費）

（普通建設事業費）

（他会計への繰出金）

（公債費）

（物件費・維持補修費
  ・積立金・補助費など）

※収入との差額は、次年度への繰り越しになります。

支出

平成14年度 平成24年度
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40万円

子どもへの仕送り
（他会計への繰出金）

家の増改築費
（普通建設事業費）

光熱費・教育費など
その他生活費
（物件費・維持補修費ほか）

ローン返済
（公債費）

医療費
（扶助費）

食費
（人件費）
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問企画財政課☎（235）8453海老名市のお財布事情

　市では毎年、財政状況を公表し、皆さんが納めた税金がどのように使われている
のかお知らせしています。今回は、財政状況とその変化を身近に感じてもらうため
に、平成24年度と平成14年度の一般会計決算額を、年収500万円の家庭の家計簿に
換算してみました（※）。
　10年前のお財布とどう変わったのか、一緒に見てみましょう。
※一般的な家計簿の分類と市の予算の分類は、内容が完全に一致するものではありません。

海老名市のお財布事情

どうして収入が増えたの？

　児童手当や生活保護費の支給など、
国や県から諸手当をもらう事業が増え
たことが、最も大きな要因です。

収入はこれからも増えていくの？

　収入の大半を占める基本給（市税）
は、10年前と比較すると増加していま
すが、過去最高であった平成19年度決
算と比べると25万円減少しており、大
幅な増加は見込めないことから、今後
も厳しい状況が予想されます。

10年前とは、どう変わった？

　食費とローン返済は減少しています
が、医療費が大幅に増加しています。
　医療費の多くは制度として支出が義
務づけられており、内容の見直しが柔
軟にできる家の増改築費とは違い、節
約が難しい経費です。
　食費・医療費・ローン返済が増加す
ると、自由に使えるお金が減ってしま
うため、今後も注視が必要です。

医療費(扶助費)が増えているのはなぜ？

　医療費のうち、子どもに関するもの
は約4.5倍、障がい者と生活保護に関
するものは約３倍増加しました。社会
情勢の変化や国の社会保障制度の改定
が要因と考えられます。

海老名市の
家計簿の
特徴は？

【収入】「親からの仕送り」と「生活資金のためのローン借り入れ」が少ないこと
です。「給料」などほかの収入源でまかなえているため、「親からの仕送り」をあ
まり受けず、借金も少なくすんでいます。
【支出】「ローン返済」が少なく、「家の増改築費」が多いことです。市民一人あ
たりの借金残高が、県内（政令市を除く16市中）で一番少なく、また、積極的に
道路の整備や公共施設の大規模改修などのまちづくりを推進しているためです。
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問企画財政課☎（235）8453海老名市のお財布事情

　多額の費用がかかる公共施設や道路などを建設するとき、市は長期のロー
ン（市債の発行）を組んでいます。ローンを組まないで建設をすると、建設
時の市民の負担が大きくなるほか、その影響でほかのサービスの低下を招い
てしまう可能性もあります。そのために市債を発行し、建設費用を将来にわ
たって分割、返済していくことで、その施設を使う「次世代の市民」と「建
設当時の市民」との間に不公平が生じないようにしているのです。

市では現在、５つのお財布（会計）に分けて家計を管理しています。

一般会計
国民健康保険事業特別会計
下水道事業特別会計
介護保険事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計

子どものお財布

　今回は、一般会計の家計簿を掲載しており、その他の４つの特別会計
を「子ども」と表現しています。

　毎年、財政健全化法に基づき、お財布の健康診断をしています。５つに分かれている全てのお財布の中身、
借金や貯金の状況などが判断材料になります。財政健全化法では、「早期健全化基準」を超えると「経過観察」
＝「黄信号」とされ、「財政再生基準」を超えると「要治療」＝「赤信号」と判断されます。平成24年度の健康
診断の結果、海老名市は早期健全化基準を大きく下回り、「健康状態良好」と診断されました。

お財布は
５つ

あります

どのくらい
貯金と借金が
あるの？

どうして
借金を
するの？

お財布の健康診断をしました！

平成24年度の主な取り組み

市債を発行する理由

年収500万円の家計に例えると大型防災備蓄倉庫の整備、30万食の
備蓄完了
　大規模災害時の配給物品や、災害初期に必要な
資機材および生活支援物品を計画的に備蓄配備
し、災害時の迅速かつ円滑な対応を図るため、大
型防災備蓄倉庫整備事業を推進、２基目となる中
部地区の運用を開始しました。さらに、30万食の
備蓄を完了するなど、防災備蓄倉庫に配備する物
品の充実を図りました。

防災カメラ設置、災害時燃料備蓄施
設整備
　東日本大震災を教訓とし、災害時に被災状況を
視覚的に把握することで被害を最小限にとどめる
ことを目指す防災カメラを設置するとともに、災
害時の燃料確保のため、給油施設を有する消防署
今里出張所を整備しました。

海老名駅東西一体のまちづくりに向
けて
　海老名駅西口土地区画整理事業への補助などに
より、都市基盤施設の整備を促進しました。また、
海老名駅自由通路整備（駅間部）事業として中間
部の工事契約を締結するなど、交通結節点機能の
強化を図りました。

農地の有効活用と遊休農地解消に向
けて
　市がコンバインなどの農機具を所有し、貸し出
すことなどにより、地域営農団体を中心とした農
作業受委託を促進し、農業の担い手の育成や農業
経営の安定、効率化を図るとともに、農地の有効
活用と遊休農地の削減に努めました。

100万円

75万円

50万円

25万円

0円
平成14年度 平成24年度

400万円

300万円

200万円

100万円

0円
平成14年度 平成24年度

68万円
314万円76万円 289万円

８万円
増えました貯金 借金 25万円

減りました

検　査　項　目 検査結果 黄信号
（早期健全化基準）

赤信号
（財政再生基準）

一般会計の赤字の割合（実質赤字比率） 赤字はありません 12.29% 20%

全ての会計の赤字の割合（連結実質赤字比率） 赤字はありません 17.29% 30%

年間の借金返済額の割合（実質公債費比率） 0.6% 25% 35%

将来負担する見込みの負債の割合（将来負担比率） 算定されませんでした 350%

「食」をキーワードとした
多機能施設の完成
　学校給食だけでなく、「食」を
キーワードに広く市民にサービス
を提供する施設として「食の創造
館」を整備し、供用を開始しまし
た。
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問
予
防
課
☎（
２
３
１
）０
９
６
８

平
成
25
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー

入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

問
教
育
指
導
課
☎（
２
３
４
）８
７
６
４

平
成
25
年
度
非
行
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー

入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

　
「
平
成
25
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー
」（
応
募

７
１
０
作
品
〈
小
学
生
６
５
５
点
・
中
学

生
55
点
〉）
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

【
小
学
１
年
生
の
部
】鈴
木
悠
莉（
杉
本
）、

水
上
永
羽（
杉
本
）、山
本
大
悟（
杉
久
保
）

【
小
学
２
年
生
の
部
】加
藤　
慶（
上
星
）、

西
中
寧
彩（
柏
ケ
谷
）、野
口
歩
美（
上
星
）、

八
木
真
智
子
（
東
柏
ケ
谷
）

【
小
学
３
年
生
の
部
】
大
和
田
恵
莉
（
上

星
）、
尾
崎
綾
風
（
海
老
名
）、
布
施
な
つ

み
（
柏
ケ
谷
）

【
小
学
４
年
生
の
部
】
雨
森
暖
旺
（
杉
久

保
）、加
藤　
怜
（
上
星
）、中
村
海
月
（
今

泉
）、
山
本
莉
々
菜
（
有
鹿
）

【
小
学
５
年
生
の
部
】東　
泰
広（
杉
本
）、

飯
島
俊
太
朗（
有
馬
）、石
田
夏
果（
杉
本
）、

坂
崎
陽
日
里（
大
谷
）、白
井
悠
雅（
上
星
）、

豊
島
咲
季
（
東
柏
ケ
谷
）、山
口
愛
果
（
上

星
）

【
小
学
６
年
生
の
部
】
飯
山
あ
さ
ひ
（
杉

本
）、加
藤
璃
子
（
上
星
）、中
野　
旭
（
上

星
）、
松
本
有
里
菜
（
杉
本
）、
森
下
優
一

（
杉
本
）、
柳
田
尚
人
（
海
老
名
）、
吉
野

紗
来
（
大
谷
）

【
中
学
生
の
部
】
赤
間
麗
奈
（
海
老
名
）、

飯
山
あ
ず
さ（
海
老
名
）、相
藤
潤
之
介（
柏

ケ
谷
）、
青
木
洋
憲
（
柏
ケ
谷
）、
阿
部
拓

斗
（
柏
ケ
谷
）、
中
村
友
里
恵
（
海
西
）、

吉
田　
航
（
柏
ケ
谷
）

　
市
内
小・中
学
生
を
対
象
と
し
た
、「
平

成
25
年
度
非
行
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」（
応
募
67
作
品
）
の
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【小学生の部・最優秀賞】
杉久保小６年
遊部舞優さんの作品

【中学生の部・最優秀賞】
柏ケ谷中３年
深澤　栞さんの作品

　市役所１階エントランス
ホールを会場に、応募全作
品を下記のとおり学校別に
展示します。なお、入選作
品は期間中全日程で展示し
ます。ぜひ、ご来場ください。

【11月５日㈫13時～８日㈮】
東柏ケ谷小学校・柏ケ谷小
学校・海老名小学校・大谷
小学校・杉久保小学校・杉
本小学校・柏ケ谷中学校・
海老名中学校・大谷中学校

【11月11日㈪13時～14日㈭】
有鹿小学校・中新田小学校・
今泉小学校・上星小学校・
有馬小学校・社家小学校・
門沢橋小学校・海西中学校

防火ポスター展

【
小
学
生
の
部
】

▼
最
優
秀
賞　
遊
部
舞
優（
杉
久
保
６
年
）

▼
優
秀
賞　
柳
田
尚
人
（
海
老
名
６
年
）、

上
山
璃
子
（
上
星
５
年
）、星　
琴
美
（
今

泉
５
年
）、
東　

泰
広
（
杉
本
５
年
）、　

松
本
有
里
菜
（
杉
本
６
年
）

【
中
学
生
の
部
】

▼
最
優
秀
賞　
深
澤　
栞（
柏
ケ
谷
３
年
）

▼
優
秀
賞　
飯
村
歩
子
（
海
老
名
３
年
）、

佐
藤
絵
蘭（
柏
ケ
谷
３
年
）、小
林
沙
希（
柏

ケ
谷
３
年
）、越
智
悠
登
（
柏
ケ
谷
３
年
）、

長
谷
川
穂
佳
（
柏
ケ
谷
３
年
）

　
市
内
小・中
学
生
を
対
象
と
し
た
、「
平

成
25
年
度
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
小
学
校
１
・
２
年
生
の
部
】

▼
市
長
特
別
賞　
久
米
悠
生（
有
鹿
２
年
）

「
お
み
そ
し
る
は
す
き
で
す
か
？　

-

み
ん
な
の
お
み
そ
し
る
大
ち
ょ
う
さ-

」

▼
市
長
賞　
大
里
真
愛
弥（
門
沢
橋
２
年
）

「
門
さ
わ
ば
し
小
学
校
２
年
２
組
30
人
に

聞
き
ま
し
た
。あ
い
さ
つ
し
て
ま
す
か
？
」

▼
教
育
長
賞　
山
﨑
莉
奈
（
大
谷
２
年
）

「
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
な
？　

チ
ラ
シ
し

ら
べ
」

【
小
学
校
３
・
４
年
生
の
部
】

▼
市
長
賞　
山
﨑
滉
太
（
大
谷
４
年
）

「
こ
ん
な
に
あ
っ
た
よ　

学
校
の
ま
わ
り

の
ゴ
ミ　
〜
学
校
の
ま
わ
り
の
道
を
１
周

し
て
調
べ
て
み
ま
し
た
〜
」

▼
教
育
長
賞　
海
塩
希
玖
（
大
谷
４
年
）

「
私
が
食
べ
た
給
食
」

【
小
学
校
５
・
６
年
生
の
部
】

▼
市
長
賞　
菅
原
舞
里
奈
（
有
鹿
５
年
）

「
し
の
び
よ
る
地
球
温
暖
化
」

▼
教
育
長
賞　
朝
倉
智
香
（
社
家
６
年
）

「
日
本
の
食
料
〜
自
給
率
と
輸
入
〜
そ
し

て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」

【
中
学
生
の
部
】

▼
市
長
賞　
該
当
者
な
し

▼
教
育
長
賞　
森
安　
翔
（
今
泉
２
年
）

「
未
来
の
日
本
を
創
る
投
票
率
」

【
パ
ソ
コ
ン
の
部
】

▼
市
長
賞　
廣
瀬
穂
波（
社
家
６
年
）「
神

奈
川
の
水
が
め　
今
年
の
夏
は
、
雨
が
少

な
か
っ
た
け
ど
、
大
丈
夫
？
」

▼
教
育
長
賞　
石
田
大
樹
（
大
谷
６
年
）

「
世
界
の
み
ん
な
に
し
あ
わ
せ
を　
〜
世

界
の
飢
餓
〜
」

平
成
25
年
度
海
老
名
市
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

　11月16日㈯～22日㈮８時
30分～17時15分（閉庁日を
含む。最終日は12時まで）に、
市役所１階エントランスホー
ルで応募・入賞作品（他市町
村分を含む）を展示します。

①②③

⑤

応募・入賞作品を展示

県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

【
第
１
部
（
小
学
校
１
・
２
年
）】

▼
佳
作　

久
米
悠
生
（
有
鹿
２
年
）「
お

み
そ
し
る
は
す
き
で
す
か
？　

-

み
ん
な

の
お
み
そ
し
る
大
ち
ょ
う
さ-

」

①
【
小
学
校
１
・
２
年
生
の
部
／
市
長
賞
】

大
里
真
愛
弥
（
門
沢
橋
２
年
）

「
門
さ
わ
ば
し
小
学
校
２
年
２
組
30
人
に

聞
き
ま
し
た
。あ
い
さ
つ
し
て
ま
す
か
？
」

②
【
小
学
校
３
・４
年
生
の
部
／
市
長
賞
】

山
﨑
滉
太
（
大
谷
４
年
）

「
こ
ん
な
に
あ
っ
た
よ　

学
校
の
ま
わ
り

の
ゴ
ミ　

〜
学
校
の
ま
わ
り
の
道
を
１
周

し
て
調
べ
て
み
ま
し
た
〜
」

③
【
小
学
校
５
・６
年
生
の
部
／
市
長
賞
】

菅
原
舞
里
奈
（
有
鹿
５
年
）

「
し
の
び
よ
る
地
球
温
暖
化
」

④
【
パ
ソ
コ
ン
の
部
／
市
長
賞
】

廣
瀬
穂
波
（
社
家
６
年
）

「
神
奈
川
の
水
が
め　

今
年
の
夏
は
、
雨

が
少
な
か
っ
た
け
ど
、
大
丈
夫
？
」

問
Ｉ
Ｔ
推
進
課
☎（
２
３
５
）４
６
９
８

⑤
【
小
学
校
１
・
２
年

生
の
部
／
市
長
特
別

賞
】・【
（県）
第
１
部
（
小

学
校
１
・
２
年
）
／
佳

作
】

久
米
悠
生（
有
鹿
２
年
）

「
お
み
そ
し
る
は
す
き

で
す
か
？　

‐
み
ん
な

の
お
み
そ
し
る
大
ち
ょ

う
さ
‐
」

④



問
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
事
務
局
（
地
域
自
治
推
進
課
内
）
☎（
２
３
５
）４
７
９
３

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
ご
一
緒
に

自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎（
２
３
５
）４
９
２
７

自
治
会
で
は
、こ
ん
な
活
動
を

し
て
い
ま
す

●
防
災
・
互
助
活
動

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
飲
料

水
や
保
存
食
の
備
蓄
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

地
域
の
方
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
昼
夜
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
（
一
部
自
治
会
を

除
く
）。

●
地
域
の
夏
祭
り

屋
台
や
抽
選
会
な
ど
、
お
楽
し
み

い
っ
ぱ
い
の
地
域
の
夏
祭
り
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

●
防
犯
灯

防
犯
灯
の
維
持
管
理
の
ほ
か
、
設

置
要
望
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
敬
老
事
業

敬
老
の
つ
ど
い
で
は
、
参
加
者
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
11
月
１
日
㈮
〜
30
日
㈯
、
自
治
会
加
入

促
進
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
右
記
期
間
中
、
地
域
の
自
治
会
長
や
役

員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

　
清
掃
や
防
犯
活
動
な
ど
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
地
域
の
絆
を

深
め
る
た
め
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
自
治
会

に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
12
月
１
日
㈰
の
開
園
に
向
け
て
準
備
中

の
中
野
公
園
で
、
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
の

コ
ー
チ
に
よ
る
親
子
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
開
催
し
ま
す
。

　
人
工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

プ
ロ
の
コ
ー
チ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る

チ
ャ
ン
ス
！
ぜ
ひ
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 サ

ッ
カ
ー
好
き
の
小
学
生
集
ま
れ
‼

親
子
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
参
加
者
募
集
！

▼
日
時　
11
月
30
日
㈯
13
時
30
分
〜
16
時

（
雨
天
中
止
）

▼
対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
３
年
生

以
下
）
親
子
の
ペ
ア
・
先
着
１
０
０
組

▼
会
場　
中
野
公
園
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
講
師　
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
コ
ー
チ

▼
費
用　
無
料

▼
申
し
込
み　
11
月
１
日
㈮
か
ら
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
受
賞
ポ
ス

タ
ー
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
交
通
安
全
功
労
者

【
団
体
】

富
士
ゼ
ロッ
ク
ス
株
式
会
社
海
老
名
営
業
所

【
個
人
】

倉
橋　
聖
、
山
口　
登
、
有
賀
博
好
、
羽

田
正
美
、
白
市
秀
彦
、
平
本
克
巳 

◆
防
犯
功
労
者

【
団
体
】

上
今
泉
一
丁
目
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
株

式
会
社
オ
ー
ケ
ー

【
個
人
】

上
村
吉
彦
、
奥
谷
德
康
、
西
田
克
己
、
飯

田
ミ
ツ
エ
、
河
野
好
伸
、
吉
田
喜
由
、
中

山
初
江
、
寒
河
江
妙
子
、
三
瓶
和
江
、
蔵

元
光
子
、
寺
島
敏
夫
、
堀　
宏
子
、
中
澤　

誠
、麻
生
萬
貴
男
、木
村
浩
信
、小
山　
榮
、

町
田
臣
正
、
三
廻
部
功
、
築
地
幸
子
、
佐

藤
昭
一
、
森
島
清
八

◆
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

【
低
学
年
の
部
】

▼
金
賞　
砂
川
詩
羽
（
海
老
名
２
年
）

▼
銀
賞　

中
坊
海
斗
（
有
鹿
１
年
）、
鈴

木
悠
莉
（
杉
本
１
年
）

▼
銅
賞　
豊
島
愛
梨
（
東
柏
ケ
谷
２
年
）、

戸
床
優
希（
海
老
名
１
年
）、北
村
康
太（
中

新
田
２
年
）、
近
藤
優
羽
奈
（
杉
本
２
年
）

【
中
学
年
の
部
】

▼
金
賞　
房
山
梨
紗
子
（
門
沢
橋
３
年
）

▼
銀
賞　

大
理
瑞
月
（
大
谷
３
年
）、
黒

沼
あ
い
（
柏
ケ
谷
４
年
）

▼
銅
賞　
鈴
木
美
優
（
杉
久
保
３
年
）、

山
本
莉
々
菜（
有
鹿
４
年
）、野
田
杏
子（
上

星
４
年
）、
山
口
優
芽
（
杉
久
保
３
年
）

【
高
学
年
の
部
】

▼
金
賞　
金
子
茄
伊
（
海
老
名
５
年
）

▼
銀
賞　

松
本
有
里
菜
（
杉
本
６
年
）、

中
森
咲
帆
（
海
老
名
６
年
）  

▼
銅
賞　
長
田
芽
萌
（
上
星
６
年
）、
為

藤
紗
良
（
杉
本
６
年
）、
吉
田
萌
恵
（
今

泉
５
年
）、
横
井
知
南
（
海
老
名
５
年
）

◆
防
犯
ポ
ス
タ
ー

【
低
学
年
の
部
】

▼
金
賞　
古
賀
姫
奈
乃
（
中
新
田
２
年
）

▼
銀
賞　

小
栁
璃
南
（
上
星
２
年
）、
柳

下
寧
音
（
柏
ケ
谷
１
年
）

▼
銅
賞　

武
藤
由
羽
（
社
家
１
年
）、
西

中
寧
彩
（
柏
ケ
谷
２
年
）、
伊
勢
田
は
な

か
（
門
沢
橋
２
年
）、
豊
島
愛
梨
（
東
柏

ケ
谷
２
年
）

【
中
学
年
の
部
】

▼
金
賞　
綿
貫
ひ
な
た
（
杉
本
３
年
）

▼
銀
賞　

中
村
海
月
（
今
泉
４
年
）、
柳

下
哲
輝
（
柏
ケ
谷
３
年
）

▼
銅
賞　

石
塚
ゆ
う
あ
（
杉
本
３
年
）、

岩
木
杏
実
（
上
星
４
年
）、黒
沼
あ
い
（
柏

ケ
谷
４
年
）、
松
政
拓
希
（
大
谷
３
年
）

【
高
学
年
の
部
】

▼
金
賞　
鈴
木
沙
弥
（
杉
本
６
年
）

▼
銀
賞　
小
栁
利
樹
（
上
星
６
年
）、
池

亀
晴
輝
（
海
老
名
６
年
）

問
地
域
自
治
推
進
課
☎（
２
３
５
）４
７
８
９

平
成
25
年
度
交
通
安
全
・
防
犯
功
労
者
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
と
標
語

入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

▼
銅
賞　

井
上
太
智
（
上
星
６
年
）、
福

士
裕
也
（
上
星
６
年
）、
野
口
珠
希
（
上

星
５
年
）、
南　
怜
花
（
中
新
田
５
年
）

◆
交
通
安
全
標
語

▼
金
賞　
「
交
通
ル
ー
ル　

守
っ
て
安
心　

住
み
よ
い
町
に
」倉
橋
佳
男（
さ
つ
き
町
）

▼
銀
賞　
「
あ
り
が
と
う　

あ
な
た
の
マ

ナ
ー
が　
減
ら
す
事
故
」
川
口
一
壽
（
大

谷
南
）

▼
銅
賞　
「
自
転
車
走
行　
マ
ナ
ー
の
遵
守

は　
楽
し
い
人
生
」鈴
木
治
作（
国
分
寺
台
）

◆
防
犯
標
語

▼
金
賞　
「
サ
ギ
情
報　

学
ん
で
防
ご
う　

新
手
口
」
川
口
一
壽
（
大
谷
南
）

▼
銀
賞　
「
見
て
る
ぞ　

防
犯
カ
メ
ラ
と　

市
民
の
目
」
田
邉
忠
奉
（
杉
久
保
南
）

▼
銅
賞
「
狙
っ
て
る　
貴
方
の
財
産　
心

の

」
内
山　
繁
（
東
柏
ケ
谷
）

　
市
内
の
交
通
安
全
と
交
通
事
故
防
止
、
犯
罪
防
止
に
貢
献
し
た
個
人

お
よ
び
団
体
と
、
交
通
安
全
・
防
犯
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
標
語

の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

 ［所在地］海老名市中野１丁目2314の２（中野自治会館そば）
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～11月はエコドライブ推進月間です～
11月23日㈯㈷えびな環境フェスティバル（エコドライブ展＆環境・緑化合同表彰式）

認可（公立・私立）保育所の
新規入所申し込みを開始します

問環境みどり課☎（235）4912、薨（233）9118問子育て支援課☎（235）4824

　「東海大学ソーラーカー」の展示をはじめ、最新のエコ
カーの展示・試乗、究極のエコカー「燃料電池自動車」を
利用した海老名水素ステーション見学、エコドライブ講習
会・体験会などから、エコドライブに対する理解を深める
ため、エコドライブ展を開催します。
　また、環境・緑化合同表彰式を同日開催するほか、森の
楽校開校１周年記念イベントとして、楽校の校章デザイン
の発表や、スペシャルアドバイザーの歌手、白井貴子さん
のトーク＆ライブも開催します。ぜひご来場ください。
▶日時　11月23日㈯㈷９時～15時
▶会場　市役所１階エントランスホールほか

【申込基準】
　次の①～④のいずれかの事情により、保育ができ
ない（保護者以外の方が保育できる場合は除く）事
が常態となっている場合に限ります。
①保護者が家庭内外で就労　②保護者が病気・出産
③保護者が家族の看護　④家庭の災害

※中新田保育園ぴよぴよ棟（増築棟）の受入月齢は、
生後６カ月～３歳児です。３歳児クラス満了後は退
所となりますのでご注意ください。
※受入月齢…◎印は生後８週間から、無印は生後６
カ月から。虹の子保育園分園は１歳児から。
※小田急ムック海老名園および社家ゆめいろ保育園
については、平成26年４月から認可保育所となる
予定です。

▶市内の公立・私立保育所を希望する方
　第１希望の保育所で、市職員が受け付けをします。
指定面接日（下表参照）にお子さんと一緒にお越し
ください。その際、簡単な面接を行います。
※申込書は、第１希望の保育所に電話連絡の上、12
月27日㈮までに保育所へ提出してください。指定
面接日に来園できない方は、子育て支援課へ連絡し
てください。
▶市外の保育所を希望する方
　市町村によって締め切り日が異なります。希望す
る市町村に確認の上、事前（１週間前程度）に、子
育て支援課へ申込書を提出してください。
　申込書は、子育て支援課および市内認可保育
所で11月８日㈮から配布します。 不明点などは、
同課へお問い合わせください。

えびな環境講座参加者募集
「環境展示会バス見学会」

　日本最大級の環境展示会「エコプロダクツ2013」へのバ
ス見学会を開催します。

▶日時　12月12日㈭９時～16時30分
▶見学先　エコプロダクツ2013（東京ビッグサイト）
▶対象　市内在住・在勤・在学の18歳以上の方
▶定員　30人（応募多数の場合は抽選）
▶費用　無料
▶申し込み　住所・氏名・年齢・電話番号を、直接または市
ホームページ受付フォーム、はがき、ファクスで環境みどり
課へ。11月20日㈬必着。

アイドリングストップ・
エコドライブにご協力を
　駅での待ち合わせやコンビニで
の買い物、荷物の積み下ろしなど、
駐停車する時や待ち時間の長い踏
み切り・信号では、安全に注意し
た上でアイドリングストップへの
協力をお願いします。また、運転
時には発進を優しく行う「ふんわ
りアクセル」や早めのアクセルオ
フなど、エコドライブを心掛けま
しょう。

※１…▶定員　事業者100人、一般100人　▶内容　講演「エコドライブ座学講習」　▶講師　一般社団法
人日本自動車連盟神奈川支部・奥田恭司氏　▶申し込み　11月５日㈫から、環境みどり課で配布の申込
書（市ホームページからダウンロード可）に必要事項を記入し、同課へ提出。
※２…見学は１回定員10人。５回予定。市役所南側駐車場で当日受付。

保育所名 開所時間 定員 住　　所 電　話 面接日／平成26年

公
　
　
　
立

　柏ケ谷保育園 ７時～19時 120 東柏ケ谷２-14-６ 231･0103 １月９日㈭　９時～12時

　門沢橋保育園 ７時～19時 60 門沢橋２-22-７ 238･3231 １月20日㈪　14時～17時

　下今泉保育園 ７時～19時 90 下今泉５-８-23 232･1876 １月８日㈬　14時～17時

◎中新田保育園 ７時～19時 90 中新田４-19-１ 232･3259 １月22日㈬　13時30分～17時

　勝瀬保育園 ７時～19時 60 勝瀬８-１ 232･5994 １月23日㈭　９時30分～12時

　中新田保育園ぴよぴよ棟（増築棟） ７時～19時 50 中新田４-19-１ 232･3259 １月22日㈬　13時30分～17時

私
　
　
　
立

　たちばな保育園 ７時～19時 120 浜田町23-14 231･5831 １月10日㈮　13時30分～17時

　さがみ愛子園 ７時30分～18時 120 河原口２-１-12 231･0846 １月15日㈬　14時～17時

　さくら愛子園 ７時30分～18時 120 上河内257 238･1167 １月16日㈭　13時30分～17時

　ふたば愛子園 ７時30分～18時 180 国分北３-１-43 231･1636 １月17日㈮　13時30分～17時

◎つちのこ保育園 ７時～19時 60 杉久保南４-25-22 238･3707 １月10日㈮　９時30分～12時

　保育所すこやかハウス ７時～19時 60 河原口1599-１ 234･4152 １月９日㈭　14時～17時

　かしわ台あおぞら保育園 ７時～19時 60 柏ケ谷555-６ 236･0522 １月14日㈫　９時30分～12時

　さくらい保育園 ７時～19時 60 上今泉１-14-33 235･8150 １月16日㈭　９時30分～12時

◎虹の子保育園 ７時～20時 60 中新田２-21-24 233･5941 １月14日㈫　14時～17時

　虹の子保育園分園（１歳児から） ７時～19時 30 中新田３-15-45 233･5941
        (本園) １月14日㈫　14時～17時

◎にんじん村保育園 ７時～19時 60 東柏ケ谷５-11-41 232･3245 １月20日㈪　９時30分～12時

　小田急ムック海老名園 ７時～20時 50 中央１-13-１ 292･5121 １月22日㈬　９時30分～12時

　社家ゆめいろ保育園 ７時～19時 60 社家83 238･8686 １月23日㈭　14時～17時

　平成26年４月から、認可（公立・私立）保育所へ新規入所を希望する方の申し込み受け付けを開始します。
なお、５月以降に入所を希望する方は、入所を希望する月の前月15日までに申し込みをしてください。

１階エントランスホール キッズコーナー 市役所南側駐車場

９時～10時15分
　　環境・緑化合同表彰式
10時30分～11時
　　白井貴子トーク＆ライブ
13時～14時30分
　　エコドライブ講習会（※１）

９時～15時
• ソーラーカー展示
　（東海大学チャレンジャー号）
• エコドライブシミュレーター体験

９時～15時
• 次世代自動車（燃料電池自動車（FCV）・
電気自動車（EV）など）の展示・試乗
• 低公害バスの展示
• 海老名中央水素ステーション見学（※２）
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11
月
１
日
㈮
か
ら
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
が
切
り
替
わ
り
ま
す

　

現
在
、
定
期
接
種
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
７
種
類
の
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
11
月
１
日
㈮
か
ら
切
り
替
わ
る
ワ

ク
チ
ン
に
は
、
新
た
に
６
種
類
の
ワ
ク

チ
ン
が
追
加
さ
れ
、
計
13
種
類
の
肺
炎

球
菌
の
成
分
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
従
来
よ
り
も
多
く
の

種
類
に
対
し
て
予
防
効
果
が
期
待
で
き

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

生
後
２
カ
月
に
達
す
る
日

か
ら
５
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

▼
接
種
年
齢

▽
生
後
２
カ
月
〜
７
カ
月
未
満
（
４
回

接
種
）
※
初
回
３
回
は
、
生
後
12
カ
月

ま
で
に
完
了
し
ま
し
ょ
う

▽
生
後
７
カ
月
〜
12
カ
月
未
満
（
３
回

接
種
）
※
初
回
２
回
は
、
生
後
13
カ
月

ま
で
に
完
了
し
ま
し
ょ
う

▽
１
歳
〜
２
歳
未
満
（
２
回
接
種
）

※
１
回
目
か
ら
60
日
以
上
あ
け
て
、
２

回
目
を
接
種

▽
２
歳
〜
５
歳
未
満
（
１
回
接
種
）

▼
そ
の
他　

接
種
年
齢
に
よ
り
接
種
回

数
が
異
な
り
ま
す
。
初
回
接
種
日
の
月

齢
を
確
認
し
、
接
種
間
隔
を
守
っ
て
接

種
し
ま
し
ょ
う
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

健
康
づ
く
り
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

脳
イ
キ
イ
キ
教
室

〜
脳
を
活
性
化
し
、認
知
症
を
予
防
し
よ
う
〜

　

脳
と
心
と
体
の
活
性
化
を
図
り
、
認

知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

12
月
12
日
〜
３
月
20
日
の
毎

週
㈭
（
12
月
26
日
・
平
成
26
年
１
月
２

日
・
１
月
30
日
は
除
く
）
13
時
30
分
〜

15
時
30
分
（
受
け
付
け
は
13
時
か
ら
）

▼
会
場　

総
合
福
祉
会
館

▼
対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
定
員　

先
着
30
人
（
事
前
申
込
制
・

今
年
度
初
め
て
参
加
の
方
優
先
）

▼
内
容　

認
知
症
の
基
礎
知
識
、
認
知

症
予
防
や
改
善
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

体
験
、
軽
体
操
な
ど

▼
費
用　

無
料

▼
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
、
室
内

履
き
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
健
康
手

帳
（
お
持
ち
の
方
）

▼
申
し
込
み　

11
月
５
日
㈫
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
健
康
づ
く
り
課
へ
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修

「
大
切
な
人
の
こ
こ
ろ
の
悩
み
に
気

づ
い
た
ら
〜
傾
聴
法
を
中
心
に
〜
」

　

家
族
や
周
囲
の
人
の
心
の
不
調
に
気

付
い
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

ら
よ
い
か
。
傾
聴
法
を
中
心
に
、
対
応

方
法
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
５
日
㈭
10
時
〜
12
時

（
受
け
付
け
は
９
時
45
分
か
ら
）

▼
会
場　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▼
定
員　

先
着
40
人
（
事
前
申
込
制
）

▼
講
師　

ヴ
ィ
ヒ
ャ
ル
ト
千
佳
こ
氏

▼
費
用　

無
料

▼
申
し
込
み　

11
月
１
日
㈮
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
健
康
づ
く
り
課
へ
。

食
生
活
改
善
推
進
団
体
え
び
な
会
主
催

キ
ッ
ズ
・
ク
ッ
キ
ン
グ

▼
日
時　

12
月
７
日
㈯
10
時
〜
12
時
30

分
（
受
け
付
け
は
９
時
45
分
か
ら
）

▼
会
場　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　
５
歳
〜
就
学
前
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者

▼
定
員　

親
子
16
組
（
事
前
申
込
制
）

▼
内
容　

講
話
と
調
理
実
習

▼
費
用　

１
組
５
０
０
円

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
可
）・
布
巾
・
タ
オ
ル

▼
そ
の
他　

１
歳
以
上
の
託
児
あ
り

（
要
予
約
・
若
干
名
）

▼
申
し
込
み　

11
月
１
日
㈮
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
健
康
づ
く
り
課
へ
。

平
成
25
年
度
不
妊
・
不
育
症
講
演
会

問
厚
木
保
健
福
祉
事
務
所

☎（
２
２
４
）１
１
１
１

薨（
２
２
５
）４
１
４
６

▼
日
時　

12
月
10
日
㈫
14
時
〜
16
時
30
分

▼
会
場　

厚
木
合
同
庁
舎
新
館
４
階
Ａ

Ｂ
会
議
室

▼
対
象　

不
妊
・
不
育
症
に
悩
ん
で
い

る
方
、
関
心
の
あ
る
方

▼
講
師　

慶
応
義
塾
大
学
病
院
産
婦
人

科
医
・
各
務
真
紀
氏

▼
費
用　

無
料

▼
申
し
込
み　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
厚
木

保
健
福
祉
事
務
所
へ
。
11
月
22
日
㈮
締

め
切
り
。

市
民
健
康
講
座

「
胆
の
う・す
い
臓
の
疾
患
に
つ
い
て
」

問
市
医
師
会
事
務
局☎（

２
３
４
）３
２
４
１

▼
日
時　

12
月
７
日
㈯
15
時
〜
17
時

▼
会
場　

海
老
名
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
河
原
口
１
５
１
９
）

▼
定
員　

先
着
60
人

▼
内
容　

①
「
胆
の
う
・
す
い
臓
の
疾

患
に
つ
い
て
」　

②
「
胆
・
膵
疾
患
の

外
科
的
治
療
に
つ
い
て
」

▼
講
師　

①
海
老
名
田
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
・
田
島
博
人
氏　

②
海
老
名
総
合

病
院
外
科
医
長
・
萩
原
英
之
氏

▼
費
用　

無
料

▼
申
し
込
み　

11
月
１
日
㈮
か
ら
、
電

話
で
同
会
事
務
局
（
受
付
時
間
＝
平
日

８
時
30
分
〜
17
時
）
へ
。

第
８
回
Ｊ
Ｍ
Ａ
え
び
な
健
康
ま
つ
り

問
海
老
名
総
合
病
院

☎（
２
３
３
）１
３
１
１

　

こ
と
し
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
脳
疾

患
」。
医
師
の
講
演
会
や
検
査
の
方
法

な
ど
の
展
示
を
行
い
、
検
査
機
器
に
触

れ
る
体
験
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
17
日
㈰
10
時
〜
14
時
30
分

▼
会
場　

海
老
名
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ

（
中
新
田
４
３
９

１
）

問
健
康
づ
く
り
課
☎（
２
３
５
）７
８
８
０

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

海老名市自殺予防
キャラクター

「ここいちくん」

高齢者生きがい教室開講
問高齢介護課☎（235）4950

【①６つの窓から見える郷土史（全６回）】
　初心者を対象に、身近な郷土史を楽しく学
びます。

▼日時　11月19日～12月24日の毎週㈫

▼講師　社会教育指導員・片山兵衛氏

▼費用　無料

▼持ち物　筆記用具
【②絵手紙教室（全６回）】
　初心者が対象です。汚れても良い服装でご
参加を。

▼日時　11月20日～12月25日の毎週㈬

▼講師　地球・絵手紙ネット特別講師・伊藤
多佳子氏

▼費用　2,100円（教材費）

▼持ち物　新聞紙、雑巾、水入れ
※①②共通事項

▼時間　13時30分～15時30分

▼会場　高齢者生きがい会館

▼対象・定員　市内在住の60歳以上で、全日
程参加できる方（初めての方優先・応募多数
の場合は抽選）・各20人

▼申し込み　往復はがき（１人１枚）に、希
望教室名・住所・氏名・年齢・電話番号を明
記し、〒243-0410杉久保北2-3-4高齢者生
きがい会館「○○教室」係へ。11月10日㈰必
着。

▼その他　講座の詳細については、市シル
バー人材センター（☎237・3001）へ。

遺言と遺言書の書き方
～いざという時のために～２回連続講座
問地域自治推進課☎（235）4567

　相続で重要になるのが遺言書です。遺言書
の書き方を学びましょう。

▼日時　11月21日㈭・22日㈮14時～16時

▼会場　市役所701会議室

▼対象　市内在住の方

▼定員　先着40人（事前申込）

▼講師　行政書士、ファイナンシャルプラン
ナー・松本康二氏

▼費用　無料

▼申し込み　11月1日㈮から、電話で地域自
治推進課（２階）へ。
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情報

記 号 一 覧 　日日時　時時間
場場所　対対象　定定員　内内容
講講師　費費用　持持物　他その他
期期間　任任期　条条件　主主催
ホームページ　 Ｅメール

問問い合わせ　申申し込み

▼  お知らせ  ▼

大地震への対策はお済みですか？
第４回木造住宅耐震相談会
問都市計画課☎(235)9392

　専門相談員が無料相談に応じ
ます。
日11月16日㈯13時～17時場市役
所702会議室対昭和56年５月31
日以前に建築確認を受け建築工
事に着手した、２階建以下の在
来工法による木造住宅定15人申
11月１日㈮～７日㈭に、電話で
都市計画課へ。

新
教
育
委
員
、
教
育
長
に
伊
藤
氏

問
教
育
総
務
課
☎（
２
３
５
）４
９
１
６

　
市
長
は
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
教
育
委

員
に
伊
藤
文
康
氏
を
任
命
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
9
月
30
日
の
市
議
会
定
例
会
で
同

意
を
得
た
も
の
で
、
任
期
は
10
月
17
日
か

ら
、
前
教
育
委
員
（
教
育
長
）
瀬
戸
清
規

氏
の
残
任
期
間
で
あ
る
平
成
28
年
12
月
21

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
は
10
月
17
日
に
臨

時
会
を
開
催
し
、
教
育
長
に
伊
藤
文
康
氏

を
任
命
し
ま
し
た
。

◆
伊
藤
文
康
（
い
と
う
ふ
み
や
す
）
氏

都
留
文
科
大
学
卒
。
市
教
育
委
員
会
教
育

部
次
長
、
有
馬
中
学
校
長
な
ど
を
歴
任
。

綾
瀬
市
寺
尾
台
在
住
、
58
歳
。

不
妊
症
？
不
育
症
？
と
思
っ
た
ら

〜
夫
婦
で
で
き
る
こ
と　

家
族
に
で
き
る
こ
と
〜

問
健
康
づ
く
り
課
☎（
２
３
５
）７
８
８
０

　
「
不
妊
症
」
に
加
え
、
妊
娠
を
し
て
も

流
産
や
死
産
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
、
い

わ
ゆ
る
「
不
育
症
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
不
妊
症
や
不
育
症
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
11
月
30
日
㈯
10
時
〜
12
時
（
受

け
付
け
は
９
時
45
分
か
ら
）

▼
会
場　
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▼
定
員　
１
０
０
人（
事
前
申
し
込
み
制
）

▼
講
師　
海
老
名
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
・
近
藤
芳
仁
氏
、
県
健
康
増
進
課

保
健
師
・
重
松
美
智
子
氏

▼
申
し
込
み　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、
健

康
づ
く
り
課
へ
。11
月
25
日
㈪
締
め
切
り
。

か
な
が
わ
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３ 

in 

え
び
な

問
市
民
活
動
推
進
課
☎（
２
３
５
）４
５
６
８

県
人
権
男
女
共
同
参
画
課
☎
０
４
５（
２
１
０
）３
６
３
７

　
「
海
老
名
か
ら
深
く
つ
な
げ
よ
う
〝
思

い
や
り
の
心
〞
大
き
く
広
げ
よ
う
〝
人
権

の
輪
〞」
を
テ
ー
マ
に
、
楽
し
み
な
が
ら

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、
直
接
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
12
月
７
日
㈯
13
時
〜
16
時

▼
会
場　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

▼
定
員　
３
０
０
人

▼
費
用　
無
料

【
内
容
】

◆
俳
優
・
原
田
大
二
郎
氏
に
よ
る
「
国

内
の
い
じ
め
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演

◆
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

神
奈
川
県
大
会
表
彰
式
・
優
秀
作
品
の

朗
読

◆
第
16
回
い
き
い
き
子
ど
も
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
表
彰
式
・
写
真
展
示

◆
有
馬
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

▼

原
田
大
二
郎
氏

高
座
施
設
組
合
屋
内
温
水
プ
ー
ル
臨
時
休
館

問
同
プ
ー
ル
☎（
２
３
８
）８
７
８
０

11
月
18
日
㈪
〜
12
月
２
日
㈪
の
間
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

ＳＴＯＰ！児童虐待
～さしのべた　
その手がこどもの　命綱～
問子育て支援課☎(235)4825

　11月は児童虐待防止月間で
す。児童虐待は、社会全体で解
決すべき問題です。虐待である
ことを証明する必要はありませ
ん。虐待に気付いたり、疑いが
ある場合や、出産や子育てに悩
んだ時には、子ども家庭相談室
または児童相談所へ連絡をして
ください。連絡した方の秘密は
守られます。

▼  子ども家庭相談室（子育て支
援課内）☎（235）4825

▼厚木児童相談所
　☎（224）1111（代）

「親福祉医療証」
現況届の提出はお済みですか
問子育て支援課☎(235)4823

　現在、ひとり親家庭などの医
療費助成を受けている方は、現
況届の提出が必要です。対象の
方には11月上旬に案内を送付し
ますので、11月29日㈮までに手
続きをしてください。
　ただし、児童扶養手当を８月
以降も継続して受給している方
については、現況届の提出は不
要です。受給資格などの詳細は、
子育て支援課へお問い合わせく
ださい。

帰宅を促す放送を行います
問学校教育課☎(235)4918

　子どもたちの安全確保を図る
ため、11月１日㈮～平成26年２
月28日㈮の毎日、16時30分に防
災行政無線で帰宅を促す放送を
実施します。放送が流れたら、
暗くなる前に家に帰りましょう。

11月９日～15日
秋季全国火災予防運動を実施
問予防課☎(231)0968

　「消すまでは　心の警報　ＯＮ
のまま」を統一標語に、11月９
日㈯～15日㈮の一週間、全国で
秋の火災予防運動を実施します。
　期間中、消防本部では市内の
事業所への立ち入り検査や、一
般家庭の防火診断を行います。
火災の予防は日頃の心掛けが重
要です。火の取り扱いには十分
注意してください。

若者のための働き方相談
問 かながわ若者就職支援センター
　 ☎045(410)3357

日11月21日、12月19日、平成26
年1月16日、2月20日、3月20
日㈭①10時～②11時～③13時～
④14時～⑤15時～⑥16時～場海
老名市役所対30歳代までの方内
就職活動に関する相談（面接練
習・応募書類の書き方など）申
電話で商工課（☎235・4843）へ。

就職応援塾を開催します
問 就職応援塾事務局☎045(316)5830

　市と県が共催で、若年者向け
の「就職応援塾」を開催します。
日11月27日㈬時①９時30分～12
時30分②13時30分～16時30分内
①書類作成講座②面接マナー講
座場市役所703会議室対30歳代
までの方定各回30人費無料申11
月13日㈬から電話で就職応援塾
事務局へ。

リサイクルプラザからのお知らせ
問同プラザ☎(237)3196㈫休館

▼傘の修理教室
日毎月第２・第４㈰10時～12時
申実施日の3日前までに電話で
同プラザへ。

▼  募　　集  ▼

作ってみよう！
「えび凧」和凧教室
問文化スポーツ課☎(235)4797

　竹の骨組みに和紙を貼った、
日本の伝統的な和凧作りに挑戦
しよう！3尺（90㌢）の正方形
凧を作ります。丁寧に指導して
もらえるので、和凧作り初心者
でも安心です。教室で作った凧
を、年明けのえびな凧揚げまつ
り（通称：えび凧）で実際に揚
げてみませんか？　皆さんの参
加をお待ちしています。
日12月8日㈰または15日㈰のど
ちらか1日、９時30分～15時場
市役所401会議室対市内在住・
在勤・在学の方（小学生は保護
者同伴）定1日あたり40組費１
組500円主えびな凧揚げまつり
実行委員会申直接、文化スポー
ツ課窓口へ。申し込み時に和紙
を渡すため、窓口受付のみとな
ります。教室開催日までに、和
紙にお好みの
絵などを描い
ておいてくだ
さい。
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11 月９日㈯・
　　　　10 日㈰

11 月 17 日㈰

11 月 24 日㈰

11 月 24 日㈰

11 月 30 日㈯～
　　12 月２日㈪

11 月 22 日㈮～
　　　　24 日㈰

門沢橋コミセン
「門沢橋・中野コミセンまつり'13」

本郷荘
「本郷コミニケまつり」

大谷コミセン
「第６回大谷コミセンまつり」

下今泉コミセン
「下今泉コミセンふれあい祭り」

市民ギャラリー
「国分コミセン文化・伝統の祭り作品展」

国分寺台文化センター
「国分寺台文化センターフェスタ」

☎(238)4773

☎(238)4889

☎(233)0097

☎(233)4457

☎(231)3750

☎(235)2000

会場・催し 日　時 問い合わせ

情報

記 号 一 覧 　日日時　時時間
場場所　対対象　定定員　内内容
講講師　費費用　持持物　他その他
期期間　任任期　条条件　主主催
ホームページ　 Ｅメール

問問い合わせ　申申し込み

▼  募　　集  ▼

くらしのセミナー
問地域自治推進課☎(235)4793

【①神奈川県と地震災害】
日11月12日㈫14時～16時講温泉
地学研究所・行竹洋平氏
【②ストレス対処法】
日11月21日㈭10時～12時講臨床
心理士・佐々木良枝氏
※①②共通事項
場文化会館351多目的室対市内在
住・在勤の方定先着40人費無料
申11月1日㈮から、直接または
電話で地域自治推進課へ。

史跡散策「海老名を歩く」
その3～近世編・信と遊の道
大山詣～
問教育総務課☎(235)4925

　市内の史跡を巡る４回シリー
ズの３回目です。今回は、近世大
山道とその関連史跡を訪ねます。
日12月７日㈯９時～12時（８時
50分集合）定先着40人（小学生
以下が参加の場合は保護者同
伴）費無料主ＮＰＯ法人海老名
ガイド協会・市教育委員会（共
催）申11月1日㈮から、直接ま
たは電話で教育総務課へ。12月
２日㈪締め切り。

▼コース　海老名中央公園（集
合）→音坂→温故館→逆川記念
碑→赤坂・不動塔→富士塚→か
しわ台駅（解散）

放送大学神奈川学習センターと
県央８市との公開学習会
問市民活動推進課☎(235)4794

日11月16日㈯13時～17時場伊勢
原市立中央公民館展示ホール定
先着200人内講演会「生涯学習
としての文化活動～次世代に伝
統文化をどう継承していくか
～」、各市の市民グループによ
る取り組み事例の発表など費無
料申電話で、放送大学神奈川学
習センター（☎045・710・1910）
へ。

第22回ヨコハマハンディ
テニス大会
問同大会事務局☎045(862)2059

日11月23日㈯㈷９時から（雨天
時は12月15日㈰）場横浜市三ツ
沢公園テニスコート（12月15日
は横浜市新横浜公園）対障がい
者および障がい者とペアを組む
健常者（１人での参加も可）定
80組（160人）内ダブルス（トー
ナメント方式）費１組5,000円

市総合体育大会
第16回海老名市太極拳交流大会
問文化スポーツ課☎(235)4927

　市太極拳協会員による、表演
交流を行います。
日11月23日㈯㈷13時～16時場海
老名運動公園総合体育館対海老
名市太極拳協会員主市太極拳協
会問市太極拳協会・梅藤（☎
238・4948）

パート・派遣・契約社員の
ための労働セミナー
問 かながわ労働センター県央支所
　 ☎(296)7311 薨(222)5375

日11月26日㈫・28日㈭18時30分
～20時30分場市役所703会議室
対労働者、使用者および一般定
各回先着40人費無料申電話また
はファクスで、かながわ労働セ
ンター県央支所へ。同センター
ホームページからも申し込み可。

普通救命講習（Ⅰ）
問消防総務課☎(231)0355

日11月９日㈯９時～12時場消防
本部会議室対市内在住・在勤の
中学生以上の方定先着20人（事
前申込制）費無料他AEDを含
めた心肺蘇生法を実施し、修了
した方には修了証を交付しま
す。24時間受付。

▼  催　　し  ▼

自立支援協議会研修会
「障がい者雇用について考える」
問障がい福祉課☎(235)4812

　障がい者雇用の現状と課題に
ついて、雇用する側、される側
がそれぞれの立場から実践報告
を行うシンポジウムです。
日11月26日㈫13時30分～15時場
市役所401会議室費無料主海老
名市自立支援協議会「チーム働
く」他申し込みは必要ありませ
ん。直接会場へ。

第40回海老名市学校保健研究
協議会
問教育指導課☎(235)4919

日11月21日㈭13時50分～16時40
分場文化会館小ホール内提案発
表「小中学生のケガや骨関節の
問題について」学校医部会、え
びな整形外科・山田博之氏、講
演「スポーツと体力」東京学芸
大学准教授・水島宏一氏（ソウ
ルオリンピックメダリスト）他
直接会場へ。

有馬図書館「定例映画会」
問有馬図書館☎(238)4646

　入場無料。直接会場へ。
日①11月９日㈯10時30分～10時
55分②11月16日㈯10時30分～10
時54分場有馬図書館多目的室対
小学生以上内①「ムーミンはば
たけ！ペガサス」②「シャック
リのぼうけん」

海老名スタードーム
プラネタリウム一般投影
問教育指導課☎(235)4919

　「秋の星座」などの一般投影を
実施します。入場無料。直接会場へ。
日11月２日㈯・３日㈰㈷・９日
㈯・10日㈰13時～、14時～、15
時～場中央図書館４階定各回と
も先着80人費無料他投影時間は
約30分、投影開始30分前から受
け付け開始。

第１回えびなボランティアフェスタ
～つながりの輪を広げよう～
問社会福祉協議会☎(232)1600

　ボランティア団体による福祉
体験のスタンプラリーや、お楽
しみ体験コーナー、湘南ベル
マーレキングベルとサッカーを
楽しもうなど、どなたでも参加
できるブースが盛りだくさん！
模擬店も出店しますので、ぜひ
お越しください。
日11月３日㈰㈷10時～15時場総
合福祉会館

コミセン・文化センターからのお知らせ

　日頃、施設を利用している団体の活動発表や作品展示のほか、盛り
だくさんの事業を開催します。内容・時間などの詳細については、各
施設にお問い合わせください。

年末調整等説明会
問大和税務署☎(262)9411
　 市民税課☎(235)8594

　源泉徴収事務担当者を対象
に、平成25年分の給与所得に関
する年末調整の方法などについ
て説明会を開催します。
日11月7日㈭13時30分～16時場
文化会館大ホール他13時から受
け付け（用紙配布）を開始しま
す。

今月の納税・納付
〈納期限12月２日㈪〉

◆国民健康保険税［６期］
◆市営住宅使用料［11月分］
◆保育所保育料［11月分］
◆介護保険料［６期］
◆後期高齢者医療保険料［５期］
◆小学校給食費［７期］

納付は、口座振替が便利です。

平成25年度合同就職説明会
就活in海老名
問海老名商工会議所☎(231)5865

日11月12日㈫13時～17時（受け
付けは12時30分～）場ザ・ウィ
ングス海老名対平成26年３月卒
業予定の学生および中途求職者
費無料他事前申込不要。キャリ
アカウンセラーによる就職相談
同時開催。詳細は、海老名商工
会議所にお問い合わせください。



編 集 後 記
●人　口
　　　129,037人
　　男：64,894人
　　女：64,143人
●世帯数
　　　52,171世帯
　（平成25年10月1日現在）

☎0180-994-050
問危機管理課☎(235)4501

一般加入電話および
携帯電話から

防災行政無線放送
音声ガイド

　資料集めのために市歴史資料収蔵館へ行きまし
た。長年保管されていた独特な香り（埃？）漂う
中、何気ない街中のスナップ写真を目にし、この
街が大きく変わったのはここ15年ほどであること
を実感しました。施設の名の通り、歴史が詰まっ
たそこはお宝の館。ついつい目移りしそうなのを
抑えつつ、帰りも後ろ髪ひかれつつ。次回はプラ
イベートでゆっくり見てみたいです。（あ）

　

90
年
前
の
関
東
大
震
災
で
は
、
当
時
の

海
老
名
村
・
有
馬
村
と
も
に
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
次
第
に
そ
の

被
害
実
態
は
歴
史
の
一
部
と
な
り
、
忘
れ

ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

本
企
画
展
で
は
、
関
東
大
震
災
で
の
被

害
や
市
域
で
起
き
た
洪
水
、
富
士
噴
火
の

影
響
な
ど
の
自
然
災
害
を
、文
書
や
写
真
、

遺
跡
調
査
資
料
に
よ
り
振
り
返
り
ま
す
。

災
害
へ
の
備
え
に
向
け
、
過
去
を
知
る
こ

と
は
大
切
で
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
１
日
㈮
〜
平
成
26
年
１
月

26
日
㈰
９
時
〜
17
時
15
分
（
12
月
９
日
㈪

お
よ
び
年
末
年
始
は
休
館
）

▼
会
場　

温
故
館
２
階
展
示
室

▼
内
容　

関
東
大
震
災
の
被
害
と
対
応
、

洪
水
・
火
山
噴
火
の
被
害
、
大
地
に
刻
ま

れ
た
災
害
の
痕
跡
な
ど

▼
費
用　

無
料

▼
そ
の
他　

展
示
解
説
（
11
月
10
日
㈰
・

12
月
８
日
㈰
・
１
月
19
日
㈰
13
時
30
分
か

ら
）
あ
り
。
申
し
込
み
不
要
。

温故館企画展
災害を語り継ぐ
～海老名市域に起きた　　
　　　　　　自然災害～

問温故館☎（233）4028

▼
日
時　

11
月
３
日
㈰
㈷
10
時
か
ら
、
13
時
30
分
か
ら

▼
会
場　

Ｊ
Ｒ
門
沢
橋
駅
か
ら
徒
歩
15
分(

戸
沢
橋
北
側)

▼
そ
の
他　

詳
細
は
教
育
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

問
教
育
総
務
課
☎（
２
３
５
）４
９
２
５
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：
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跡
あと

堀
ぼり

遺
い

跡
せき

発掘調査現場
見学会

関東大震災で崩れ落ちた相模橋（宗珪寺所蔵）

便利です！
「えびなメールサービス」
登録はpsc2.i@fofa.jpあてに空メールを送信。
詳しくは市ホームページまたは
IＴ推進課へ。
問 IＴ推進課☎(235)4715

広報の文字が見えにくい方にお送り
します。
問障がい福祉課☎(235)4813

広報えびな　点字・音声版


